
 
 
研究課題：がん患者に対する緩和ケアの提供体制を踏まえた在宅療養への移行

に関するバリアの分析とその解決策に関する研究 
課題番号：H21 －がん臨床－ 一般－007  
研究代表者 千葉県がんセンター緩和医療科部長  渡辺 敏  
 
1. 本年度の研究成果  
 課題の「バリア」を、前研究「在宅医の早期参加による在宅緩和医療推進に

関する研究」から導かれた以下の３点と規定し、解決に向けて研究を開始した。 
３点とは、がん治療遂行途上からの緩和医療学的介入の未熟性、在宅緩和ケア

遂行の困難性、そして、在宅緩和ケアの優位性に関しての一般市民への啓蒙不

足、である。         
がん治療遂行途上からの緩和医療学的介入に関して、千葉県がんセンターに

おいては、治療病棟入院事例に対する緩和ケア支援チーム介入態勢、および、

通院によるがん治療遂行中の症例に対する緩和医療科外来と治療担当科との併

診態勢、がすでに確立しているが、さらに、患者側の様々な苦悩をスクリーニ

ングしまたトリアージする機能を持った看護外来や、在宅支援部門も包含した

「サポーティブケアセンター」を本年（平成 21 年）４月から稼働させた。 
次に、在宅緩和ケアの易遂行性の追求に関しては、すでに全県的に「在宅医

懇話会」が組織化され、より専門的な在宅緩和ケアが提供される態勢に進化し

つつあるが、加えて、在宅緩和ケア関与事例の経験の少ない診療所医師へのサ

ポートとして、連携パス作成を含めた体制造りを企図した取組を遂行中である。 
一般市民への啓蒙については、公開講座の定期的開催が定着した。また、相

談窓口としての「在宅緩和ケア支援センター」を千葉県がんセンター内に併置

する計画が進行した。 
 

2. 前年度の研究成果 
 該当なし。 
 
3. 研究成果の意義，および今後の発展  
 千葉市およびその周辺地域においては、緩和医療期患者の在宅移行のシステ

ムは順調に進化していると判断される。今後は、県内の各拠点病院を中心とし

た地域的システムの構築に千葉市モデルを普遍化できるよう活動を継続する。

具体的研究として、在宅緩和ケアに関する地域連携パスの開発・整備を進める。 
また、相談窓口として発足した「在宅緩和ケア支援センター」を院内のサポ

ーティブケアセンターと連動させ、そこに本研究の成果を反映させて総合的統

括的サポート機能が具備される方向を目指していく予定である。この相談窓口

と個々の在宅関連施設（診療所、訪問看護ステーションなど）との情報交換ツ

ールの開発・整備もあらたな事業として研究を進める。 
 



 
 
4. 倫理面への配慮  
 本研究の内容は，最終的には新たなシステムの構築を目的としており，倫理

面における逸脱の危惧は必要ないものと考えている。研究の途上において一部

において事例検討的研究がなされる可能性があるが，個人を特定できないこと

に十分な配慮を持って遂行する。 
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千葉県立保健婦助産

婦専門学院 
昭 50，保健師 

八日市場市民病院 
看護部 

看護部長 
保健師長 
 

河野秀一 
 
 

介護支援研究・実践 
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浮谷クリニック 在宅担当医 

 
 


